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基本理念 希望のある医療

高砂市民病院ニュース

平成22年10月きぼうきぼう

満足度調査の結果報告満足度調査の結果報告

職員のあいさつは？

職員の説明は？

診察の済むまでの
時間は？

院内全体の印象は？

不満

やや不満やや満足満足

回答なし

新 病 院 開 設 20 周 年新 病 院 開 設 20 周 年

　体験コーナー
● あなたもできる人命救助体験
● インフルエンザに負けない手洗いを学ぼう
● あなたの足は大丈夫？フットケア体験
● 杖・車いす、CPM・フロートロン体験、聴診器できいてみよう
● 薬剤師さんになってハンドローションをつくってみよう
● 体力測定をやってみよう
● 顕微鏡をのぞいてみよう

　講義（場所：講義室）
● 12：30～13：00　「おしっこの話」　上野医師（泌尿器科）
● 13：05～13：35　「心臓の病気」　池田医師（循環器科）
● 13：40～14：10　「“知ってください”緩和ケア」　橋本看護師（緩和ケア認定看護師）
● 14：10～14：30　「みんなで守ろう地域医療」　西村（地域医療連携室）

　測定計測コーナー
● メタボチェック
● 視力測ってみよう
● 骨年齢はいくつかな
● おしっこでピロリ菌チェック

● オープニングコンサート（１２：００～１２：１０）
● 漫談（コンサート終了後と１４：３０）

　相談コーナー
● 院長・副院長ほかのよろず相談

　展示コーナー
● 病院の紹介など

　キッズコーナー
● ヨーヨーつり
● ペットボトルボーリング
● 折り紙
● マジックショー

　バザー（１２：１５～）
　（場所：デイルーム）
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● 院内見学ツアー
● ぼっくりん・はばタンと写真をとろう
● 応援します楽しい食生活
● 最新鋭の救急車をみてみよう

第3回高砂市民病院健康まつりを開催します!

皮膚・排泄ケア認定看護師が誕生しました！

　皮膚・排泄ケア認定看護師とは創傷、ストーマ（人工肛門・膀胱）、失禁の３分
野に対して専門的な看護ケアを提供する看護師です。１０月から「ストーマ外来」を
開設しています。外科又は泌尿器科外来にご相談ください。

　今年も、広く病院を知っていただき、健康に関心をもってもらうことを目的に、健康まつりを下記のとおり開催しま
す。特に今回は「新病院開設２０周年」の記念イベントになりますのでふるってご参加くださいますようお願いいたし
ます。

　平成２２年６月に患者さま満足度調査を実施しました。ご協力いただきましてありがとうございました。結果を真摯
に受け止め、よりよい病院運営のために、より一層努力してまいります。

と　き　　平成２2年１０月３0日（土）１２時～１５時

ストーマケア

創傷ケア 失禁ケア

皮膚・排泄ケア認定看護師

中瀬　睦子

ストーマ（人工肛門・膀胱）を

保有しながら快適に生活ができる

失禁のある方の生活改善の

手助けをします

スキンケアで健康な皮膚を

取り戻す

第3回高砂市民病院健康まつり開催
10月30日（土）12:00～15:00

市民病院1階

市民病院2階

＜編集・発行＞ 高砂市民病院　広報誌編集委員会
 〒676-8585　兵庫県高砂市荒井町紙町33番1号
 ＴEL  079-442-3981（代表）　Ｍail  tact5510@city.takasago.hyogo.jp

ストーマ外来
第１、３金曜日　予約制
予約は外来診察時にご相談ください



こんにちは！手術室です！ 院内活動
報 告「ＩＣＴ」～どこにでも潜む感染症～

新任医師新任医師新任医師新任医師新任医師新任医師新任医師新任医師新任医師を紹紹介 しま介 しま介 しま介 しま介 しま介 しま介 しま介 しま介 しま介 しま介 しま介 しま介 しま すす！新任医師を紹介 しま す！ 研修医紹介！

　現在、１４名のＣＡが看護

師と一緒に働いています。

　ＣＡは、看護師のような医

療行為はできませんが、看護

がスムーズに行われるよう

に看護師のアシスタントとし

て働いており、患者さまと身

近に接するなど病院にとっ

て欠かせない存在となっています。毎月、看護師と共に勉強会を行い、

看護についてより深く学ん

でいます。

　患者さまが早く元気にな

られることを願い、全員明る

く元気でパワフルに頑張っ

ています。

　手術室は病院の３階に位置し、バイオクリーンルームを
含む６つの部屋があります。常勤麻酔科医１名、非常勤麻
酔科医４名、看護師１６名、ケアアシスタント１名が勤務し
ています。
　外科・整形外科・形成外科・眼科・泌尿器科・耳鼻いんこ
う科・脳外科・皮膚科・内科と日々様々な手術が行われ、予
定手術以外の緊急手術にも迅速に対応し、昨年は２，３３
０件の手術を行いました。手術は数分で終わるものから１
０時間以上に及ぶ手術まで多種多様ですが、私たちは患

ＩＣＴって？
　インフェクション（Ｉnfec t ion：感染）、コントロール
（Control：制御）、チーム（Ｔeam）、略してＩＣＴです。感染に
対していろいろな職種の専門家が、ＩＣＤ（感染制御医師）を
中心に活動しています。
　当院には感染症の原因になっている細菌を特定するた
めの細菌検査室があり、迅速に的確な治療に入れます。ま
た、薬剤科には抗菌剤の治療を専門にした抗菌化学療法
認定薬剤師もおり、医師・看護師・細菌検査技師・薬剤師が
連携して患者さまの治療に取り組んでいます。

感染症って？
　感染症とは細菌やウイ
ルスによって引き起こされ
る病気のことです。

感染症になったらどうするの？
　抗菌剤で治療します。抗菌剤とは細菌を死滅させる薬
です。
　当院には抗菌剤適正使用マニュアルが整備されており、
重症感染症の場合は主治医だけでなくＩＣＴとして病院全
体で治療に取り組んでいます。

私たち、ケアアシスタント
（CA）です！

私たち、ケアアシスタント
（CA）です！

私たち、ケアアシスタント
（CA）です！

最近よく耳にする多剤耐性菌って？
　本来効くはずの抗菌剤でも死滅しない細菌が耐性菌で
す。耐性菌が生まれる仕組みには大きくわけて2つあります。
1つ目は細菌が増える時に起こす突然変異で起きる耐性化
です。2つ目はある細菌の耐性遺伝子が他の細菌に移って
いく耐性化です。この2つの仕組みが人の体内で複雑に絡
み合って多剤耐性菌が生まれていきます。多剤耐性菌は治
療に難渋するだけでなく、人から人、環境から人へと伝播し
ていきます。

多剤耐性菌を作らないために、拡げないために…
　当院では耐性菌を作らないよう、拡げないように、抗菌剤
の特性と細菌の性質を考慮し抗菌剤の適性使用に努めて

います。また、患者さまに
安心して治療を受けて
いただけるよう、ＩＣＴが
中心となり病院全体で
感染対策に取り組んで
います。

者さまが、安全・安楽に、何より安心して手術を受けていた
だくことができるよう、チームで協力して頑張っています。
　患者さまにとって手術室は未知の環境であり、少しで
も安心して手術に臨んでいただけるよう、手術を担当す
る看護師は、事前に病室を訪問し、手術室の入室から麻
酔導入、手術終了までをパンフレットを用いて丁寧に説明
しています。手術後は手術室での思いや手術後の体調を
伺うため、病室を訪問しています。手術や麻酔に関する質
問以外でも、何か気になることがありましたらお気軽にご
相談ください。
　また、手術中は、できるだけリラックスしていただけるよ
う、患者さまのご希望に沿った音楽を流すこともできます
のでお気に入りの音楽があれば是非手術室までお持ちく
ださい。
　「安心して治療を受
けていただけるやさし
い手術室」をモットーに
スタッフ一同、心を一つ
にして患者さまのサポ
ートをしています！！

手袋

エプロン

小林　巌（外科）
●趣味/食べ歩き
４月より御世話になっておりま
す。消化器外科を専門にしてい
ます。高砂地域の基幹病院とし
ての重責を感じながら日々診療
を行っております。宜しくお願
いします。

井上 友介（皮膚科）
●趣味/モーグル

6月からお世話になっています。

患者さまのお力になれるようが

んばっていきます。

よろしくお願いします。

4 月 着 任 6 月 着 任 10 月 着 任

小熊　孝（形成外科）
●趣味/ゴルフの練習
10月に着任いたしました。形成
外科が専門ですが、特に傷跡の
手術、瞼の手術を得意としていま
す。怪我・外傷についても積極的
に診療します。

中東 由佳（研修医）
●趣味/走る、水泳

１０月から半年間お世話になりま

す。ご迷惑をおかけすることも多

いと思いますが、がんばりたいと

思います。よろしくお願いします。

10 月 着 任

こばやし　　いわお いのうえ　　ゆうすけ おぐま　　　たかし なかひがし　　　ゆか

菌

クスリ
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　皮膚・排泄ケア認定看護師とは創傷、ストーマ（人工肛門・膀胱）、失禁の３分
野に対して専門的な看護ケアを提供する看護師です。１０月から「ストーマ外来」を
開設しています。外科又は泌尿器科外来にご相談ください。

　今年も、広く病院を知っていただき、健康に関心をもってもらうことを目的に、健康まつりを下記のとおり開催しま
す。特に今回は「新病院開設２０周年」の記念イベントになりますのでふるってご参加くださいますようお願いいたし
ます。

　平成２２年６月に患者さま満足度調査を実施しました。ご協力いただきましてありがとうございました。結果を真摯
に受け止め、よりよい病院運営のために、より一層努力してまいります。

と　き　　平成２2年１０月３0日（土）１２時～１５時

ストーマケア

創傷ケア 失禁ケア

皮膚・排泄ケア認定看護師

中瀬　睦子

ストーマ（人工肛門・膀胱）を

保有しながら快適に生活ができる

失禁のある方の生活改善の

手助けをします

スキンケアで健康な皮膚を

取り戻す

第3回高砂市民病院健康まつり開催
10月30日（土）12:00～15:00

市民病院1階

市民病院2階

＜編集・発行＞ 高砂市民病院　広報誌編集委員会
 〒676-8585　兵庫県高砂市荒井町紙町33番1号
 ＴEL  079-442-3981（代表）　Ｍail  tact5510@city.takasago.hyogo.jp

ストーマ外来
第１、３金曜日　予約制
予約は外来診察時にご相談ください




